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加美町議会
第８代副議長
髙 橋 聡 輔
（中新田城内／５回）

加美町議会
第８代議長
味上 庄一郎
（南町／４回）

３
月
23
日
に
行
わ
れ
た
加
美
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
で
、
新
人
４
人
を
含
む
15
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

４
月
４
日
の
初
議
会
で
は
、
議
長
に
味
上
庄
一
郎
議
員
、
副
議
長
に
髙
橋
聡
輔
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
や
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
の
選
出
な
ど
も
行
い
、
議
会
の
組
織
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

議

長

所

信

表

明 

　

議
会
は
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
い
、
首
長
と

切
磋
琢
磨
す
る
議
会
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
た
め
次

の
３
つ
の
目
標
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

①
議
会
の
権
限
を
発
揮
し
職
責
を
果
た
し
、
独  

立
し
た
機
関
と
し
て
機
能
す
る
こ
と

②
「
チ
ー
ム
加
美
町
議
会
」
と
し
て
政
策
力
を
向  

上
さ
せ
、
町
長
と
善
政
競
争
を
進
め
る
こ
と

③
議
会
へ
の
町
民
の
参
加
と
自
治
意
識
を
高
め
議  

会
活
動
を
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と

　

こ
れ
ら
の
実
現
に
は
、
自
由
討
議
を
活
発
化
さ

せ
自
己
研
鑽
の
た
め
の
研
修
を
増
や
す
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

特
に
今
回
の
選
挙
結
果
は
、
多
く
の
町
民
か
ら

指
示
さ
れ
若
い
世
代
の
４
人
の
新
人
が
誕
生
し
た

こ
と
か
ら
、
当
選
回
数
を
重
ね
た
諸
先
輩
方
が
培

っ
て
こ
ら
れ
た
責
務
や
役
割
を
若
い
世
代
に
継
承

し
、
次
世
代
に
託
し
て
い
く
こ
と
が
、
担
い
手
不

足
解
消
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

加
美
町
に
山
積
す
る
課
題
解
決
の
た
め
、
こ
れ

ら
の
目
標
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
く
加
美
町
議
会

を
目
指
し
公
平
公
正
な
立
場
で
議
会
運
営
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
総
務
産
業
常
任
委
員
会

　

委 

員 

長
　

三
浦
　

又
英

　

副
委
員
長
　

伊
藤
　
　

淳

　

委
　
　

員
　

米
木
　

正
二

　
　
　
　
　
　

伊
藤
　

由
子

　
　
　
　
　
　

早
坂
　

忠
幸

　
　
　
　
　
　

今
野
　

清
人

　
　
　
　
　
　

田
中
　

草
太

●
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

委 

員 

長
　

早
坂
伊
佐
雄

　

副
委
員
長
　

木
村
　

哲
夫

　

委
　
　

員
　

髙
橋
　

聡
輔

　
　
　
　
　
　

沼
田
　

雄
哉

　
　
　
　
　
　

三
浦
　

英
典

　
　
　
　
　
　

佐
藤
　

圭
介

　
　
　
　
　
　

早
坂
　
　

潔

●
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

委 

員 

長
　

髙
橋
　

聡
輔

　

副
委
員
長
　

伊
藤
　

由
子

　

委
　
　

員
　

佐
藤
　

圭
介

　
　
　
　
　
　

今
野
　

清
人

　
　
　
　
　
　

早
坂
　
　

潔

　
　
　
　
　
　

田
中
　

草
太

●
議
会
運
営
委
員
会

　

委 

員 

長
　

木
村
　

哲
夫

　

副
委
員
長
　

三
浦
　

又
英

　

委
　
　

員
　

伊
藤
　
　

淳

　
　
　
　
　
　

沼
田
　

雄
哉

　
　
　
　
　
　

早
坂
　

忠
幸

　
　
　
　
　
　

早
坂
伊
佐
雄

●
放
射
性
汚
染
廃
棄
物
処
理

　

等
調
査
特
別
委
員
会

　

委 

員 

長
　

三
浦
　

英
典

議
会
構
成
一
覧



　

副
委
員
長
　

今
野
　

清
人

　

委
　
　

員
　

　
　
　
　

議
長
を
除
く
全
員

●
鳴
瀬
川
ダ
ム
建
設
に
関
す

　

る
整
備
調
査
特
別
委
員
会

　

委 

員 

長
　

早
坂
伊
佐
雄

　

副
委
員
長
　

佐
藤
　

圭
介

　

委
　
　

員
　

　
　
　
　

議
長
を
除
く
全
員

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

　

電
事
業
等
に
関
す
る
調
査

　

特
別
委
員
会

　

委 

員 

長
　

早
坂
　

忠
幸

　

副
委
員
長
　

沼
田
　

雄
哉

　

委
　
　

員

　
　
　
　

議
長
を
除
く
全
員

●
議
会
選
出
監
査
委
員

　
　
　
　
　
　

米
木
　

正
二

●
大
崎
地
域
広
域
行
政
事
務

　

組
合
議
会

　

議
　
　

員
　

味
上
庄
一
郎

　
　
　
　
　
　

伊
藤
　
　

淳

　
　
　
　
　
　

三
浦
　

又
英

●
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療

　

広
域
連
合
議
会

　

議
　
　

員
　

早
坂
伊
佐
雄

●
加
美
郡
保
健
医
療
福
祉
行

　

政
事
務
組
合
議
会

　

議
　
　

員
　

味
上
庄
一
郎

　
　
　
　
　
　

髙
橋
　

聡
輔

　
　
　
　
　
　

早
坂
伊
佐
雄

　
　
　
　
　
　

木
村
　

哲
夫
　

※議席番号順に右上

　から左下へ掲載

２番　早 坂 　 潔  
（中新田城内／１回）

６番　早 坂 忠 幸   
（南鹿原／４回）

１０番　三 浦 英 典   
（小泉／６回）

５番　早坂 伊佐雄  
（小瀬／４回）

１番　田 中 草 太   
（新丁／１回）

９番　木 村 哲 夫   
（田川／６回）

１３番　米 木 正 二   
（十日市／１１回）

 議席番号　氏　名　

行政区／当選回数（旧町含む）

３番　今 野 清 人   
（西川北／１回）

７番　三 浦 又 英   
（下新田上／５回）

１１番　沼 田 雄 哉   
（上小路二／６回）

４番　佐 藤 圭 介   
（雷／１回）

８番　伊 藤 由 子   
（上狼塚北／５回）

１２番　伊 藤 　 淳   
（西町／７回）

議員紹介



２月
定例会

　

２
月
定
例
会
は
７
日
か
ら
18
日
ま
で
の
７
日
間
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
７
年
度
の
町
政
運
営
を
示
す
施
政
方
針
が
述
べ
ら
れ
、
一
般

質
問
で
は
13
人
の
議
員
が
町
政
運
営
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
慎
重
に
審
査
し
た
当
初
予

算
な
ど
31
議
案
を
原
案
通
り
可
決
、
農
業
委
員
の
人
事
案
件
15
件
に
同
意
、

常
任
委
員
会
な
ど
の
調
査
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

定例会で審議した内容
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正 

‥
‥
‥
‥
９
件

和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の
決
定 

‥
１
件

財
産
の
無
償
貸
付 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
１
件

町
道
の
認
定
・
廃
止 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
１
件

令
和
６
年
度
補
正
予
算 

‥
‥
‥
‥
‥
８
件

令
和
７
年
度
当
初
予
算 

‥
‥
‥
‥
‥
10
件

農
業
委
員
の
任
命
同
意 

‥
‥
‥
‥
‥
15
件

財
産
の
取
得
(
追
認
) 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
１
件

常
任
委
員
会
な
ど
の
調
査
報
告 

‥
‥
５
件

令和７年度施政方
針の詳しい内容は
広報かみまち３月
号をご覧ください

令和７年度 一般会計予算（過去２番目の予算規模）

１４７億８,０００万円

前年度比　11億5,000万円（8.4％）増

一般・特別・公営企業会計　当初予算

会　計　別 予算額 前年度比 増減率

一 般 会 計 147億8,000万円 11億5,000万円 8.4％

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 事 業 27億6,000万円 △1億4,000万円 △4.8％

後 期 高 齢 者 医 療 3億3,900万円 500万円 1.5％

介 護 保 険 32億7,000万円 4,000万円 1.2％

介 護 サ ー ビ ス 事 業 620万円 △20万円 △3.1％

加 美 郡 介 護 認 定 審 査 会 650万円 △350万円 △35.0％

霊 園 事 業 220万円 △10万円 △4.3％

町 営 駐 車 場 事 業 250万円 10万円 4.2％

公営企業
下 水 道 事 業 16億4,890万円 △2億1,095万円 △11.3％

水 道 事 業 6億9,827万円 △1,047万円 △1.5％

観
光
資
源
を
洗
練

観
光
資
源
を
洗
練

  

観
光
客
増
へ

観
光
客
増
へ



予算審査特別委員会

早坂 伊佐雄

予
算
増
の
要
因
は

　

令
和
７
年
度
の
一
般
会
計

予
算
は
、
前
年
度
比
11
億
５

０
０
０
万
円
増
の
総
額
１
４

７
億
８
０
０
０
万
円
。
増
額

の
要
因
は
、
利
用
自
粛
牧
草

の
圏
域
外
処
理
委
託
料
５
億

８
０
５
９
万
円
、
新
庁
舎
の

実
施
設
計
業
務
１
億
３
７
４

０
万
円
、
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
更
新
費
用
１
億

３
９
３
９
万
円
な
ど
国
か
ら

の
財
源
を
伴
っ
た
臨
時
的
・

緊
急
的
な
事
業
の
実
施
に
よ

る
も
の
で
す
。

長
年
の
懸
案
事
項
解
消

　

厳
し
い
予
算
編
成
が
強
い

ら
れ
る
中
で
も
、
長
年
の
懸

案
事
項
と
な
っ
て
い
た
、
利

用
自
粛
牧
草
の
処
理
、
新
庁

舎
建
設
、
小
野
田
・
宮
崎
地

区
か
ら
の
住
民
バ
ス
西
古
川

直
行
便
運
行
に
対
応
で
き
た

こ
と
は
、
大
い
に
評
価
で
き

る
も
の
で
す
。

委
員
か
ら
の
要
望
課
題

　

昨
年
度
ま
で
実
施
し
て
い

た
中
学
３
年
生
(
受
験
生
)

世
帯
へ
の
灯
油
代
助
成
に
つ

い
て
、
物
価
・
原
油
価
格
高

騰
の
上
昇
を
た
ど
る
今
こ
そ

支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

さ
ら
に
指
定
管
理
施
設
で

あ
る
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
に
つ
い

て
は
、
競
技
人
口
の
減
少
と

共
に
平
成
30
年
度
当
初
の
売

り
上
げ
か
ら
２
分
の
１
以
下

に
落
ち
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、

振
興
公
社
の
各
施
設
に
関
し

て
も
、
厳
し
い
経
営
状
況
が

続
い
て
い
る
。

　

石
山
町
政
が
掲
げ
る
観
光

元
年
を
強
く
推
し
進
め
る
た

め
に
も
、
経
営
の
立
て
直
し

が
不
可
欠
で
あ
り
、
職
員
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ま
れ
る

こ
と
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

委
員
長
報
告

Ｐ６～７ページでは
　予算審査で注目した事業・予算をチェック!!

議会はこの事業・決算に注目!! ＧＩＧＡスクール構想とは？

・観光施設の指定管理

・地域おこし協力隊

・地域運営組織

・汚染牧草処理

・敬老祝金
予算審査

録画映像

予
算
審
査
の
流
れ

各会計予算を慎重に
審査するため、特別
委員会を設置

（議長を除く議員で構成）

担当課ごとに審査を
行い、特別委員会で
認定するか、賛否を
決める

特別委員会の採決結
果や審査内容などを
特別委員長が報告

令和７年度予算に対
して、賛成・反対の
立場から討論

▶賛成討論者２人

委員長報告や討論な
どをふまえ、各会計
予算を議決

▶全会計予算が可決

予算審査

特別委員会

の設置

各会計の

歳入歳出予算を

審査・採決

本会議で

審査結果を報告
討論 本会議で議決

　「個別最適な学び」と「共働的な学び」の実現

のため、令和２～３年度に１人１台端末を整備。

故障端末の増加やバッテリーの耐用年数が迫り、

当町においてｉＰａｄ（1,635台）を更新。予算措

置は、各都道府県に基金を造成し、統一的・共

同調達の仕組みとなっており定率補助３分の２。

未来を生きるこども

たちのために最適な

学習環境を整備



　予算審査特別委員会では、担当課職員から説明を聞き細部にわたり慎重に審査

し、全会一致で可決しました。

　その中で、多くの委員が注目した事業・予算について、意見や考察を含めて紹

介します。

観光施設の指定管理 ２億４，５７２万円

地域おこし協力隊 ４，５64万円

議会はこう見る！

議会はこう見る！

　指定管理料が、令和5・6年度とほぼ

同額の計上となっている。110人以上

を抱える公社において、物価高騰や社

会情勢を考えると厳しいのではないか

と考える。新たなチャレンジには町か

ら、人的協力や予算も検討するとのこ

とで安心だが、職員が意欲を持って働

ける環境づくりを優先し、町の「観光

元年」をスタートさせてほしい。

　地域おこし協力隊を活用して、伝統

産業の事業継承に結びつけることはで

きないか。また、地域おこし協力隊の

報酬のみでは、生活が厳しい状況にあ

り将来的な起業や独立にはなかなか結

び付かない。協力隊終了時である3年

後の出口戦略を見据えたサポート体制

や、相談業務にも力を入れるべきでは

ないか。

〈毎年、文化の日に新そばまつりを開催する駒庄〉

〈卒隊後、宮崎地区でバイオリン工房を構える宮越さん〉



汚染牧草圏域外処理 5億8，059万円

地域運営組織 908万円

敬老祝い金 329万円

議会はこう見る！

議会はこう見る！

議会はこう見る！

　田代放牧場・農家個人保管分8,000

ベクレル以下の汚染牧草約2,400トン

の圏域外処理は、令和6・7年で終了す

る計画となっている。地域住民・農家

の皆さんの不安払拭のためには、評価

できる点である。一方で、新たな事業

者も令和7年度加わるという事で、運

搬時並びに処理を行う自治体に対する

安全・安心への配慮も十分に考えて

行ってほしい。

　現在、宮崎旭地区と小野田鹿原地区

にて地域運営組織補助金を活用し活動

しており、センター職員給与の見直し

のための増額となっている。旭地区で

はマルシェなどのイベント開催時、鹿

原地区では農業の担い手のいずれも人

が足りないという課題は明確である。

今後、より個別具体的な課題にどのよ

うに向かっていくかを考える時期に来

ているのではないか。

　敬老祝い金が、令和5年度は3,000円

だったのに対し、6年度は2,000円に減

額し、今年度も減額のまま計上されて

いる。物価高騰の昨今では、減額され

ては厳しいとの声が聞こえている。ま

た、多くの人を集める敬老会はコロナ

禍・インフルエンザの流行により自粛

することとなったが、感染者数を把握

するなどして従来の開催を検討しても

いいのでは。

〈圏域外処理は令和６・７年で終了予定〉

〈多くの人が訪れ大盛況であった旭地区のマルシェ〉

〈コロナ以前は盛大に開催されていた敬老会〉



「住民バス条例改正」

小野田・宮崎⇒西古川駅直行便
がスタート

農業委員の任命同意
任期は令和７年４月１日から３年間

2月12日
定例会

CHECK!

　小野田・宮崎地区から大崎市への路線バスが廃

止されて以来、学校へ通う生徒たちの送迎が保護

者の負担となっておりました。そのため、町民か

ら長年の要望事項となっていた小野田・宮崎地区

から西古川駅への直行便を「住民バス条例改正」

によりスタートさせることとなりました。

　また、それに伴い、加美町から大崎管内に通学

する学生に対し、通学費の均衡を図るため、通学

定期券購入費補助金も開始することとなりました。

　通学定期券購入費補助金について詳しくは企画

財政課（☎63-3115）までお問合せください。

　市町村に設置される行政委員会の委員で、農地

に関する事務を執行する特別職の地方公務員です。

農地法や農業経営基盤強化促進法に基づき、農地

の権利移動や転用、遊休農地対策などの業務を行

います。

【主な職務】

・毎月開催される総会への出席

・農地法等による農地移動にかかる調査及び

許可等に関する審議

・農地利用の最適化に関する業務

・農家相談業務

・各種研修会への参加　　　　　　など

　令和７年３月31日の任期満了に伴う、15名の

加美町農業委員の任命同意が行われました。

農業委員とは…
【同意結果】

●小野田・西古川線　住民バス時刻表

●宮崎・西古川線　住民バス時刻表

氏　名 行政区 再任・新任 賛成/反対 結　果

中村貴美子 西 町 再 14/0 同　意

杉 村 昭 宏 四日市場宿 再 14/0 同　意

佐 藤 健 喜 四日市場沖 再 14/0 同　意

鈴 木 英 明 上 狼 塚 新 14/0 同　意

菅 野 　 守 中新田城内 新 14/0 同　意

青砥美恵子 菜切谷新田 新 14/0 同　意

坂 上 昌 哉 南 町 再 14/0 同　意

畠 山 智 史 雷 再 13/1 同　意

小 山 京 子 北 鹿 原 再 14/0 同　意

猪 股 　 弘 北 永 志 田 再 7/7 同　意

板 垣 文 一 鳥 屋 ケ 崎 再 14/0 同　意

三 浦 良 人 小 泉 再 13/1 同　意

澁 谷 涼 子 袋 新 13/1 同　意

山 本 　 成 上 町 再 13/1 同　意

髙 橋 秀 生 米 泉 再 14/0 同　意

停留所名 １便

田 中 6：00

鹿原地区公民館 6：15

小野田支所前 6：30

下 野 目 6：40

西 古 川 駅 前 7：00

停留所名 １便

旧 旭 小 学 校 6：00

宮 崎 支 所 前 6：15

賀美石小学校前 6：30

広原地区公民館 6：50

西 古 川 駅 前 7：00

停留所名 １便 ２便

西 古 川 駅 前 16：50 18：50

下 野 目 17：10 19：10

小野田支所前 17：20 19：20

鹿原地区公民館 17：35 19：35

田 中 17：50 19：50

停留所名 １便 ２便

西 古 川 駅 前 16：50 18：50

広原地区公民館 17：00 19：00

賀美石小学校前 17：20 19：20

宮 崎 支 所 前 17：35 19：35

旧 旭 小 学 校 17：50 19：50



再生可能エネルギー規制強化
～自然環境・発電事業との調和～

3月28日
臨時会

　3月28日第2回臨時会において、太陽光や風力発電施設の設置規制を強化するため、

既存の再エネ条例の一部改正を全会一致で可決しました。10kw以上の事業を対象に、

土砂災害が起きる可能性のある、保安林・砂防指定地などの「抑制区域」を「禁止区

域」に変更しました。また事業者に対し、事業廃止時に速やかに町長に届ける事や、

廃止後の原状復帰のための資金を確保することも義務付けました。

　

再
エ
ネ
設
備
設
置
の

禁
止
区
域
に
つ
い
て
法

的
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
協
議
が
な
さ
れ

て
改
正
に
い
た
っ
た
の
か
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
１
０
４
件
の
う
ち
、

27
件
ほ
ど
、
設
置
区
域
に
つ

い
て
の
指
摘
が
あ
っ
た
の
で

無
視
で
き
な
い
と
判
断
し
た
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
っ

て
加
美
町
の
自
然
に
は

再
エ
ネ
施
設
が
適
地
で
は
な

い
と
い
う
明
確
な
意
思
を
示

し
た
こ
と
に
な
る
の
か
。

　

加
美
町
が
守
る
べ
き

景
観
ま
た
は
安
全
を
第

一
に
考
え
て
、
改
め
て
規
制

を
設
け
た
。

　

全
て
の
地
域
が
不
適
切
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
住
民

の
意
見
や
自
然
と
の
調
和
を

考
え
た
う
え
で
、
適
地
を
定

め
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

最
近
、
加
美
町
の
森

林
伐
採
が
と
て
も
目

立
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る

が
伐
採
の
状
況
に
つ
い
て
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
町
は
、
伐
採
後
の
植
林
計

画
な
ど
の
指
導
は
し
て
い
る

の
か
。

　

私
有
林
に
つ
い
て
は

伐
採
の
時
期
に
応
じ
て

申
請
を
受
け
、
伐
採
の
範
囲

や
今
後
の
計
画
を
審
査
し
た

う
え
で
伐
採
の
許
可
を
行
っ

て
い
る
。

　

東
北
で
、
太
陽
光
発

電
林
地
開
発
の
違
反
事

件
が
多
発
し
て
い
る
が
、
加

美
町
で
は
違
反
に
あ
た
る
よ

う
な
開
発
行
為
は
な
い
か
。

　

町
と
の
協
議
を
経
て

設
置
し
て
い
る
の
で
、

違
反
に
当
た
る
よ
う
な
開
発

行
為
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

　加美町自然環境等と再生可能エネルギー発電設備設置

事業との調和に関する条例の詳しい内容については加美

町ホームページを参照ください。

問

問

問

答

答

答

答 問



ボルダリング施設⇒休止
今 後 の 継 続 方 法 を検 討へ

加美病院などの負担金懸念
病院長・事務局迎え研修会

Pick
UP!

Pick
UP!

　

や
く
ら
い
ウ
ォ
ー
ル
(
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
施
設
)
は
、
平

成
29
年
度
地
方
創
生
拠
点
整

備
交
付
金
事
業
と
し
て
整
備

さ
れ
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
セ
ッ

ジ
ャ
パ
ン
が
指
定
管
理
者
と

な
り
、
平
成
30
年
か
ら
運
営

を
開
始
。
東
京
五
輪
で
の
人

気
に
あ
や
か
り
利
用
者
増
加

を
見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り

人
気
が
伸
び
悩
み
、
30
年
度

当
初
よ
り
利
用
者
・
売
上
と

　

２
月
５
日
、
議
員
会
の
研

修
会
と
し
て
、
加
美
郡
保
健

医
療
福
祉
行
政
事
務
組
合
令

和
６
年
各
種
会
計
決
算
(
見

込
み
)
及
び
運
営
状
況
・
令

和
７
年
度
各
種
会
計
予
算

(
案
)
に
対
し
て
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
ま
ず
、
公
立

加
美
病
院
の
佐
藤
耕
一
郎
院

長
か
ら
病
院
経
営
の
基
礎
知

識
、
現
在
病
院
で
起
き
て
い

る
課
題
に
つ
い
て
説
明
を
頂

き
、
そ
の
後
、
老
健
・
病
院

の
経
営
状
況
に
つ
い
て
詳
細

な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

各
議
員
か
ら
は
、
現
在

行
っ
て
い
る
経
営
強
化
プ
ラ

ン
の
内
容
や
各
施
設
の
累
積

赤
字
の
状
況
や
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
の
質
問
が
相
次

ぎ
、
加
美
町
・
色
麻
町
両
町

の
負
担
金
へ
の
心
配
が
表
れ

る
も
の
で
し
た
。

も
に
大
幅
減
少
。

　

管
理
者
側
か
ら
財
務
状
況

の
改
善
が
難
し
く
指
定
管
理

業
務
を
請
け
負
え
な
い
と
の

打
診
を
受
け
、
令
和
７
年
３

月
に
指
定
の
取
り
消
し
に
至

り
ま
し
た
。

　

交
付
金
事
業
を
活
用
し
た

事
業
の
た
め
、
廃
止
で
は
な

く
休
止
の
措
置
と
し
、
今
後

施
設
の
継
続
に
向
け
て
、
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

２
月
初
め
の
組
合
議

会
だ
よ
り
に
お
け
る
、

強
化
プ
ラ
ン
の
説
明
は
理
解

で
き
る
も
の
と
は
言
え
な

か
っ
た
が
。

　

経
営
強
化
プ
ラ
ン
は

非
常
に
多
岐
に
わ
た
る

も
の
で
、
す
べ
て
は
掲
載
で

き
な
い
た
め
に
、
興
味
を

も
っ
て
い
た
だ
い
た
方
の
周

知
に
一
番
経
費
の
掛
か
ら
な

い
方
法
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ア
ド
レ
ス
を
掲
載
し
た
。

　

現
在
の
累
積
赤
字
は

ど
の
く
ら
い
か
。

　

老
健
は
、
令
和
５
年

末
時
点
で
６
億
３
２
８

０
万
８
９
９
６
円
で
あ
る
。

公
立
加
美
病
院
に
関
し
て
は
、

同
時
期
に
お
い
て
18
億
６
８

９
０
万
４
７
１
９
円
で
あ
る
。

経営強化プランの詳細

については、公立加美

病院のホームページを

参照ください。

問問 答答



一 般 質 問 目 次

通告１番
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通告11番

通告13番

柳川　文俊（やながわ ふみとし）

伊藤　由子（いとう ゆうこ）

一條　　寛（いちじょう ひろし）

髙橋　聡輔（たかはし そうすけ）

三浦　又英（みうら またひで）

伊藤　信行（いとう のぶゆき）

伊藤　　淳（いとう じゅん）

木村　哲夫（きむら てつお）

佐藤　善一（さとう ぜんいち）

佐々木 弘毅（ささき こうき）

味上 庄一郎（みかみ しょういちろう）

尾出　弘子（おいで ひろこ）

米木　正二（よねき しょうじ）
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児童生徒の視力低下が心配　

ダウンサイジングする予定は

身寄りのない方サポートを　

「和と美」の加美町とは　　

稼働後の状況と他計画の動向は

池沼群 千古の森の保護を

町の経済向上と安定化策は　

住民による避難所運営訓練を

実効性を高める財政戦略は　

風況調査地許可は公平公正に

町の自然を守る条例改正を

オーガニックビレッジ宣言は

スポーツ合宿の誘致を　　　

加美町立

中新田中学校
美　術　部

似顔絵を描いてくれたみなさん

ＩＣＴ教育

新庁舎建設

高齢者福祉

観光元年

風力発電

自然保護

経済政策

災害対応

行財政改革

風力発電

再エネ条例

有機農業

観光振興

●一般質問…議員が、町への政策提言や町の課題な

　　　　　　どについて、町に質問すること。

　（掲載しているＱＲコード（議員写真下）で、

　　録画映像を視聴できます。）



　

低
周
波
や
騒
音
で
悩

ん
で
い
る
方
の
不
安
解

消
策
と
し
て
、
事
業
者
に
健

診
を
実
施
し
て
も
ら
え
な
い

の
か
。

　

民
間
事
業
者
に
要
求

す
る
こ
と
は
難
し
い
の

で
、
話
題
提
供
と
し
て
伝
え

た
い
。

　

視
力
低
下
が
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
影
響
に

よ
る
も
の
と
は
思
わ
な
い
が
、

年
１
回
の
眼
科
検
診
で
学
校

医
か
ら
ど
の
よ
う
な
報
告
が

あ
る
か
。

　

視
力
判
定
０
・
６
以

下
の
児
童
に
眼
科
受
診

の
勧
奨
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
受
診
後
、
新
た
に
眼

鏡
の
使
用
や
レ
ン
ズ
交
換
を

行
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

風
力
発
電
事
業
者
の

町
内
に
お
け
る
動
向
は
。

　

風
車
稼
働
後
の
低
周

波
音
を
含
む
音
の
影
響

に
つ
い
て
、
夏
と
秋
に
調
査

が
行
わ
れ
た
。

　

計
画
さ
れ
て
い
る
風
力
発

電
事
業
で
は
、
環
境
影
響
評

価
方
法
書
の
各
意
見
を
踏
ま

え
た
現
地
調
査
と
風
況
観
測

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

風
車
の
騒
音
に
よ
る

苦
情
の
申
出
が
あ
り
、

サ
ッ
シ
が
改
修
さ
れ
た
よ
う

だ
が
、
そ
の
後
の
現
況
は
。

　

漆
沢
地
区
の
一
部
の

住
民
か
ら
、
風
車
の
音

が
気
に
な
る
と
事
業
者
が
相

談
を
受
け
、
昨
年
は
５
軒
に

二
重
サ
ッ
シ
化
工
事
を
実
施

し
た
と
聞
い
て
い
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り

無
言
化
が
進
ん
で
い
る

と
言
わ
れ
る
。
学
校
現
場
で

は
子
ど
も
た
ち
が
多
く
話
す

た
め
の
取
り
組
み
を
し
て
い

る
か
。

　

授
業
の
中
で
先
生
が

話
し
過
ぎ
る
傾
向
に
あ

る
。
長
く
て
10
分
以
内
に
し
、

残
り
の
時
間
は
子
ど
も
た
ち

が
考
え
、
学
び
あ
う
時
間
を

十
分
確
保
し
て
い
る
。
　

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

ゲ
ー
ム
機
な
ど
の
使
用

が
近
視
や
視
力
低
下
の
一
因

と
さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
児
童
生
徒
の
実
態
は
。

　

全
国
平
均
の
裸
眼
視

力
１
・
０
未
満
の
割
合

は
、
小
学
校
で
は
約
３
割
、

中
学
校
で
は
約
６
割
で
あ
り
、

本
町
も
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
結

果
が
出
て
い
る
。

　

大
事
な
視
力
を
守
る

た
め
、
周
り
の
大
人
た

ち
が
認
識
を
深
め
、
学
校
と

家
庭
が
連
携
す
る
こ
と
が
大

事
だ
と
思
う
が
。

　

今
年
度
か
ら
小
中
学

生
の
各
家
庭
で
、
デ
ジ

タ
ル
機
器
に
触
れ
る
時
間
を

減
ら
す
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
実
施

し
て
い
る
。

　

学
校
で
の
指
導
は
も
ち
ろ

ん
、
保
護
者
の
協
力
も
不
可

欠
で
あ
る
。

ＩＣＴ教育

風力発電

児
童
生
徒
の
視
力
低
下
が
心
配

稼
働
後
の
状
況
と
他
計
画
の
動
向
は

メ
デ
ィ
ア
に
触
れ
る
時
間
を
減
ら
す

騒
音
や
風
況
調
査
が
実
施
さ
れ
た

教育総務
課　　長

町長

柳川 文俊柳川 文俊 議員議員

三浦 又英三浦 又英 議員議員

質問のねらい

　ＩＣＴ教育の導入

により、学習環境は

大きく変わろうとし

ている。子どもたち

の視力低下が気にな

り質問した。 録画映像

録画映像

健康被害への不安解消に努めてほしい

効率的な学習ができる一方で…

質問のねらい

　風力発電事業の運

転開始に伴う町民の

不安解消策が必要で

あり、新たな風力発

電事業は断固阻止す

べきではないか。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
放
射
性
汚
染
廃
棄
物
対
策

●
道
路
整
備
事
業

●
農
業
の
振
興

●
畜
産
業
の
支
援
策

●
子
育
て
支
援
の
具
体
策

●
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
開
設

●
学
校
給
食
の
完
全
無
償
化

　

町
内
で
計
画
さ
れ
て

い
る
大
規
模
太
陽
光
・

風
力
発
電
事
業
に
対
し
て
、

断
固
阻
止
を
貫
く
方
針
は
変

わ
り
な
い
か
。

　

就
任
以
降
、
一
切
変

わ
っ
て
お
ら
ず
、
計
画

さ
れ
て
い
る
事
業
に
関
し
て

は
反
対
の
立
場
で
あ
る
。

問 問

問

問

問

問

問

問

教育長教育長

教育総務
課　　長

教育総務
課　　長

町長

町長

町長

地球温暖化
対 策 室 長



　

千
古
の
森
周
辺
の
森

林
な
ど
を
※
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認

証
林
と
し
て
申
請
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　

持
続
可
能
な
森
林
管

理
を
推
進
す
る
た
め
に
、

今
後
取
得
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　

町
内
に
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
を
受

け
て
い
る
事
業
所
が
な
い
た

め
、
森
林
組
合
な
ど
と
協
議

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

　

シ
ン
プ
ル
で
、
機
能

が
充
実
し
て
い
る
よ
う

に
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
設

計
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
。

　

ま
た
コ
ン
パ
ク
ト
に
す
る

た
め
の
具
体
案
は
。

　

新
庁
舎
建
設
委
員

会
・

町

民

ワ

ー

ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
検
討
し
て

き
た
意
見
も
踏
ま
え
て
設
計

し
て
い
き
た
い
。

　

部
屋
数
を
増
や
さ
ず
に
、

多
目
的
に
使
え
る
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
る
な
ど
工
夫
し
て
い

き
た
い
。

　

荒
沢
自
然
館
周
辺
の

池
沼
群
に
は
、
多
種
多

様
な
生
態
系
が
広
が
っ
て
い

る
。
将
来
に
継
承
す
る
た
め

に
調
査
・
保
護
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　

県
自
然
環
境
保
全
地

域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

保
全
を
図
る
た
め
に
、
学

術
調
査
や
計
画
的
な
維
持
管

理
が
必
要
で
あ
る
。

　

新
庁
舎
は
※
ダ
ウ
ン

サ
イ
ジ
ン
グ
し
て
建
設

す
る
予
定
は
な
い
か
。

　

縮
小
す
る
必
要
が
な
い
規

模
な
の
か
。

　

計
画
で
は
延
床
面
積

４
８
０
０
㎡
で
、
シ
ン

プ
ル
で
長
く
使
え
る
庁
舎
を

考
え
て
い
る
。

　

ま
た
機
能
性
が
い
い
こ
と

を
重
点
的
に
考
え
て
い
る
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
最

適
化
に
お
い
て
、
支
所

機
能
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

小
野
田
・
宮
崎
地
区

の
核
と
な
る
べ
く
、
利

便
性
・
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
地

区
公
民
館
を
一
体
的
に
運
営

し
て
い
く
た
め
に
、
機
能
の

集
約
も
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。

新庁舎建設

自然保護

ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
す
る
予
定
は

池ち
し
ょ
う沼

群

千
古
の
森
の
保
護
を

機
能
性
を
重
点
的
に
考
え
て
い
る

自
然
環
境
の
保
全
を
図
る

町長

町長

伊藤 由子伊藤 由子 議員議員

伊藤 信行伊藤 信行 議員議員

質問のねらい

　将来の人口減少、

歳入減少に見合った

庁舎建設をすべき。

　今こそ、広げた風

呂敷を畳む知恵が求

められているのでは。 録画映像

録画映像

質問のねらい

　千古の森周辺の池

沼群には水生植物や

昆虫類など、多種多

様な生態系が広がっ

ているため、貴重な

生態資源の保護活動

をすべきでは。

森林浴・自然観察が楽しめる秘境「千古の森」

持続可能な経営基盤が確立できるように

　

旧
小
野
田
町
時
代
に

不
伐
の
森
と
し
て
千
古

の
森
条
例
を
制
定
し
、
森
林

保
護
し
て
き
た
が
、
今
後
ど

う
維
持
管
理
し
て
い
く
の
か
。

　

優
れ
た
自
然
風
景
を

鑑
賞
・
観
察
で
き
る
エ

リ
ア
と
し
て
、
水
源
の
涵
養

な
ど
森
林
の
多
面
的
機
能
を

踏
ま
え
た
管
理
を
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
樹
齢
１
２
０
年
の

杉
や
キ
ャ
ン
プ
場
は
一
つ
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
る
の
で
、

Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

町ＨＰ

新庁舎整備室

そ
の
他
の
質
問

●
岩
堂
沢
林
道
の
整
備　

そ
の
他
の
質
問

●
子
育
て
支
援
の
充
実

Check

Check

※ＦＳＣ認証

　森林の管理や木材製品の加工・

流通過程が適切に行われているこ

とを認証する国際的な制度。

※ダウンサイジング

　コストダウンや効率化の

ためにサイズ（規模）を小さ

くすること。

問

問

問

問

問

問

町長

町長

町長

森林整備
対策室長

新庁舎整備
室 長

新庁舎整備
室 長



　

町
内
企
業
同
士
が
協

力
し
て
、
物
を
作
る
よ

う
な
仕
掛
け
づ
く
り
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　

ま
ず
は
、
ど
う
い
う

産
業
を
し
て
い
る
の
か

を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　

今
後
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
拡
充
し
て
活
動
内
容
を
周

知
し
て
い
き
た
い
。

　

現
在
、
身
元
保
証
人

が
確
保
で
き
な
い
と
い

う
相
談
な
ど
は
な
い
か
。

　

退
院
後
の
生
活
に
つ

い
て
、
医
療
機
関
か
ら

年
に
数
件
相
談
が
あ
る
。

　

ま
た
介
護
施
設
へ
の
入
所

支
援
に
お
い
て
は
、
対
応
に

苦
慮
し
て
い
る
。

　

地
域
共
生
社
会
の
中

で
の
社
会
福
祉
と
し
て
、

身
元
保
証
人
を
必
要
と
し
な

い
な
ど
の
対
応
が
必
要
と
考

え
る
が
。

　

身
寄
り
の
な
い
高
齢

者
を
社
会
福
祉
で
支
え

て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

　

商
業
に
お
け
る
活
成

化
策
は
何
か
。

　

商
店
街
の
に
ぎ
わ
い

創
出
へ
の
支
援
と
し
て
、

令
和
６
年
度
設
立
し
た
中
新

田
地
区
商
店
街
活
性
化
委
員

会
か
ら
の
意
見
を
も
ら
い
な

が
ら
、
空
き
店
舗
の
利
活
用

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

　

町
内
企
業
に
対
す
る

支
援
策
は
何
か
。

　

経
営
者
の
事
業
継
続

に
対
す
る
支
援
と
し
て

「
中
小
企
業
及
び
小
規
模
企

業
の
振
興
に
関
す
る
基
本
計

画
」
を
策
定
す
る
。

　

ま
た
商
工
会
・
金
融
機
関

な
ど
と
連
携
を
深
め
な
が
ら

展
開
し
て
い
き
た
い
。

　

高
齢
者
世
帯
が
増
加

し
、
賃
貸
住
宅
入
居
や
、

病
院
・
介
護
施
設
へ
の
入
院

入
所
時
の
身
元
保
証
人
が
確

保
で
き
な
い
方
へ
の
支
援
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　

ま
ず
は
、
疎
遠
に
な
っ

て
い
る
親
族
な
ど
と
の

関
係
づ
く
り
を
推
奨
し
て
お

り
、
困
難
な
場
合
は
成
年
後

見
制
度
を
活
用
し
て
い
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
、

居
宅
生
活
が
困
難
な
方
に
つ

い
て
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

へ
入
所
し
て
も
ら
う
対
応
を

と
っ
て
い
る
。

　

加
美
町
を
知
っ
て
来

て
も
ら
い
、
町
を
堪
能

し
て
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
何
か
ら
取
り
組

む
の
か
。

　

関
係
団
体
と
横
の
連

携
強
化
を
図
り
、
町
の

資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
た

地
域
力
の
高
い
観
光
を
目
指

し
て
、
集
客
力
向
上
へ
向
け

た
支
援
と
広
報
活
動
を
展
開

し
て
い
き
た
い
。

　

身
寄
り
の
な
い
高
齢

者
が
抱
え
る
生
活
上
の

課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
国

の
モ
デ
ル
事
業
の
内
容
は
。

　

生
活
サ
ポ
ー
ト
の
た

め
の
包
括
的
な
相
談
・

調
整
窓
口
の
整
備
と
、
十
分

な
資
金
力
が
な
い
方
へ
の
日

常
生
活
支
援
な
ど
総
合
的
な

支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
提
供
し

て
い
る
。

高齢者福祉

経済対策

身
寄
り
の
な
い
方
の
サ
ポ
ー
ト
を

町
の
経
済
向
上
と
安
定
化
策
は

社
会
福
祉
で
支
え
る
こ
と
も
必
要

観
光
資
源
を
最
大
限
に
活
用
す
る

保健福祉
課　　長

町長

一條　 寛一條　 寛 議員議員

伊藤 　淳伊藤 　淳 議員議員

質問のねらい

　これまで見過ごさ

れてきた身寄りのな

い高齢者の支援が強

化され、尊厳と心身

ともに満たされた生

活が送れるように。 録画映像

録画映像

にぎわいづくりの最優先事項は

質問のねらい

　施政方針にて各分

野の施策が示された

が、特効薬になり得

る策が見当たらない

ので、特に力を入れて

行う政策は何か。

町ＨＰ

高齢者福祉・介護

そ
の
他
の
質
問

●
な
し

そ
の
他
の
質
問

●
金
融
教
育
の
義
務
化

●
ワ
ク
チ
ン
接
種

問

問問

問

問問

問

問

町長

町長

町長

町長

地域包括支援
センター所長

保健福祉
課　　長

保健福祉
課　　長

ひと・しごと
推 進 課 長



そ
の
他
の
質
問

●
子
ど
も
た
ち
の
体
験
活
動

　

避
難
所
の
開
設
・
運

営
は
、
町
に
よ
る
対
応

の
み
で
は
限
界
が
あ
る
。
住

民
相
互
の
活
動
体
制
の
整
備

が
今
後
必
要
で
は
な
い
か
。

　

災
害
発
生
時
の
避
難

所
開
設
・
運
営
に
つ
い

て
は
、
住
民
に
も
協
力
し
て

も
ら
う
計
画
に
な
っ
て
い
る

が
、
周
知
で
き
て
い
な
い
。

　

今
後
は
大
規
模
災
害
に
備

え
て
、
総
合
防
災
訓
練
な
ど

で
講
習
会
や
研
修
会
を
実
施

し
、
住
民
相
互
の
活
動
体
制

の
整
備
を
推
進
し
て
い
く
。

　

加
美
町
に
来
て
も
ら

う
た
め
の
具
体
策
は
あ

る
の
か
。

　

ま
ず
加
美
町
を
知
っ

て
も
ら
い
、
来
て
も
ら

い
、
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
移
住
定
住
を
促
進
し

て
い
く
。

　

Ｕ
タ
ー
ン
の
た
め
の

策
と
し
て
今
ま
で
も
旧

町
単
位
の
在
京
町
人
会
、
県

人
会
に
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
き
た
。

　

進
学
な
ど
で
町
を
出
た
方

に
つ
い
て
も
、
ど
の
よ
う
に

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
か
再

検
討
が
必
要
と
思
っ
て
い
る
。

　

帰
省
す
る
き
っ
か
け

と
し
て
「
花
火
大
会
」

の
復
活
、「
２
回
目
成
人
式
」

な
ど
の
新
た
な
企
画
を
検
討

し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　

花
火
大
会
は
持
続
的

に
開
催
で
き
る
よ
う
に

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
か
ら
取

り
組
み
、
再
来
年
の
夏
に
復

活
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

　

２
回
目
成
人
式
は
、
成
人

式
に
合
わ
せ
て
人
生
の
先
輩

か
ら
激
励
を
も
ら
え
る
こ
と

や
帰
省
の
き
っ
か
け
に
も
な

る
と
考
え
て
い
る
。

　

「
和
と
美
」
の
加
美

町
と
は
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
こ
と
か
。

　

「
和
」
と
い
う
の
は
、

加
美
町
は
一
つ
で
あ
る

と
い
う
和
、
調
和
、
そ
し
て

日
本
の
歴
史
を
指
す
言
葉
。

　

「
美
」
と
い
う
の
は
、
加

美
の
美
、
自
然
景
観
が
豊
か

で
美
し
い
町
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
一
言
で
表
し
て
い
る
。

観光元年

災害対応

「
和
と
美
」
の
加
美
町
と
は

住
民
に
よ
る
避
難
所
運
営
訓
練
を

「
人
々
の
調
和
と
美
し
い
町
」

講
習
会
や
研
修
会
を
実
施
す
る

町長

町長

髙橋 聡輔髙橋 聡輔 議員議員

木村 哲夫木村 哲夫 議員議員

質問のねらい

　「和と美」という新

しいキーワードを町民

の皆さんと共有し、「観

光元年」に対して、町

はどのように対応すべ

きかを確認するため。 録画映像

録画映像

災害情報をいち早く受け取れるアプリ

質問のねらい

　災害発生時に避難

所を開設・運営する

町職員数にも限りが

あるため、住民自身

が関わるために訓練

などが必要では。

町ＨＰ

消防防災

帰省のきっかけの創出を

　

災
害
時
の
情
報
伝
達

と
し
て
運
用
を
開
始
し

た
「
防
災
ア
プ
リ
」
な
ど
の

内
容
は
。

　

防
災
ア
プ
リ
「
ハ

ザ
ー
ド
ン
」
や
、
ガ
ラ

ケ
ー
な
ど
携
帯
電
話
向
け
登

録
制
防
災
メ
ー
ル
、
固
定
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
へ
の
情
報
発
信

サ
ー
ビ
ス
の
３
つ
を
活
用
し

た
情
報
伝
達
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
な
し

問

問

問

問

問

町長

町長

町長

町長

ひと・しごと
推 進 課 長

町長



振興公社に人材を急募（やくらいコテージ）

町の豊かな自然を保全

　

総
合
計
画
は
政
治
的

決
断
で
大
型
政
策
を
持

ち
込
む
と
、
大
幅
に
改
定
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
る
た
め
、

計
画
期
間
を
町
長
任
期
(
４

年
)
に
合
わ
せ
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

　

第
三
次
総
合
計
画
の

策
定
に
お
い
て
総
合
計

画
審
議
会
で
検
討
さ
れ
、
長

期
的
な
視
点
に
立
っ
た
事
業

計
画
を
策
定
す
る
と
い
う
こ

と
で
10
年
間
と
設
定
し
た
。

　

再
エ
ネ
条
例
を
よ
り

強
固
に
改
正
す
る
こ
と

で
、
本
町
の
雄
大
な
自
然
を

守
り
、
町
民
に
理
解
さ
れ
る

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実

現
を
目
指
し
て
ほ
し
い
が
。

　

町
民
の
意
見
の
相
違

で
、
対
立
構
図
に
な
っ

た
現
実
が
あ
る
た
め
、
調
和

が
必
要
で
あ
る
。

　

事
業
者
に
よ
る
風
力
発
電

事
業
な
ど
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
と
は
別
物
な
の
で
、

丁
寧
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。

　

や
く
ら
い
観
光
施
設

群
の
連
携
を
強
化
し
、

赤
字
施
設
の
統
廃
合
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
整
理
す
る
か
、

ま
た
は
今
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
る
よ
う
な
投
資
も
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　

施
政
方
針
に
て
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
と
な
る
財
政
問
題
や

地
方
創
生
に
は
一
言
も
触
れ

て
い
な
い
が
、
行
財
政
改
革

の
進
捗
状
況
は
。

　

令
和
３
年
度
か
ら
５

年
間
の
集
中
期
間
の
中

で
、
改
革
メ
ニ
ュ
ー
94
項
目

中
、
89
項
目
を
実
施
し
て
き

て
い
る
。

　

振
興
公
社
は
公
共
性

と
企
業
性
を
併
せ
持
つ

も
の
で
あ
り
、
目
的
に
ふ
さ

わ
し
い
人
材
を
求
め
る
べ
き
。

　

ま
た
公
的
支
援
の
上
限
を

決
め
、
完
全
民
営
化
を
視
野

に
入
れ
て
検
討
す
べ
き
で
は
。

　

民
間
に
任
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
一
番
理
想
で
あ
る
。

　

改
正
す
る
予
定
の
再

エ
ネ
条
例
第
９
条
禁
止

区
域
に
つ
い
て
、
法
令
根
拠

を
条
例
で
定
め
る
べ
き
で
は
。

　

ま
た
、
第
２
項
の
規
定
は

削
除
す
べ
き
で
は
。

　

施
行
規
則
で
抑
制
区

域
と
し
て
定
め
て
い
る

た
め
充
分
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　

第
２
項
の
規
定
は
、
国
・

県
の
上
位
法
に
基
づ
き
、
関

係
法
令
な
ど
の
許
可
を
受
け

て
い
る
場
合
は
設
置
が
認
め

ら
れ
る
た
め
設
け
て
い
る
。

　

中
新
田
地
区
商
店
街

の
観
光
地
化
は
、
昨
年

設
立
し
た
活
性
化
委
員
会
と

既
存
の
商
店
街
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
委
員
会
な
ど
と
の
融
合

が
重
要
で
は
。

　

高
校
生
な
ど
の
若
い

人
も
含
め
て
、
み
ん
な

で
元
気
に
し
て
い
く
商
店
街

と
な
る
よ
う
に
組
織
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
。

再エネ条例

行財政改革

町
の
自
然
を
守
る
改
正
を

実
効
性
を
高
め
る
財
政
戦
略
は

自
然
・
町
民
の
調
和
が
必
要

財
政
運
営
構
造
の
構
築
を
図
る

町長

町長

味上 庄一郎味上 庄一郎 議員議員

佐藤 善一佐藤 善一 議員議員

質問のねらい

　再エネ条例の強化

で自然を守りつつ、

自然を生かした観光

地化により商店街の

にぎわいを創出する。

録画映像

録画映像

質問のねらい

　新年度に臨む意気

込みは伝わったが、

骨太の方針や戦略は

特に見当たらない。

　町政運営の根本的

な考え、確かな効果

はあるのか問う。

そ
の
他
の
質
問

●
企
業
誘
致

●
新
庁
舎
建
設
地
周
辺
の
将
来

　

観
光
で
移
住
促
進
を

図
る
と
の
こ
と
だ
が
、

観
光
客
は
常
に
波
が
あ
る
。

　

地
元
利
用
を
基
礎
に
観
光

で
伸
び
し
ろ
を
確
保
す
る
姿

勢
が
大
事
と
考
え
る
が
。

　

町
外
か
ら
お
客
さ
ん

に
来
て
も
ら
い
、
町
を

知
っ
て
魅
力
を
感
じ
て
も

ら
っ
て
、
移
住
定
住
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

●
支
所
機
能

●
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

●
学
校
再
編
に
よ
る
跡
地
活
用

行政経営
推進課長

企画財政
課　　長

商工観光
課　　長

問

問問

問

問問

問

町長町長

町長

町長

問

地球温暖化
対 策 室 長



そ
の
他
の
質
問

●
雇
用
の
創
出
・
商
工
業

●
高
齢
者
福
祉
・

 

障
害
者
福
祉
の
充
実

　

今
年
１
月
24
日
付
で

私
が
独
自
に
取
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
町
長
・
議

長
に
提
出
し
た
が
、
ど
う
感

じ
た
か
。

　

ま
た
、
加
美
郡
医
師
会
の

先
生
か
ら
健
康
被
害
の
受
診

者
は
「
全
く
い
な
い
」
と
の

こ
と
で
あ
る
が
。

　

多
く
の
方
は
、
騒
音

や
低
周
波
な
ど
を
感
じ

な
い
で
過
ご
さ
れ
て
い
る
印

象
を
受
け
た
。

　

た
だ
、
個
人
差
が
あ
る
こ

と
も
感
じ
た
。

　

加
美
町
で
は
遺
伝
子

組
換
え
な
ど
の
農
産
物

と
は
ど
う
向
き
合
う
の
か
。

　

健
康
に
よ
い
食
を
子

ど
も
た
ち
に
提
供
し
て

い
き
た
い
の
で
、
安
全
性
が

証
明
さ
れ
る
ま
で
は
、
受
け

入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　

有
機
農
業
者
の
中
に

は
、
10
㌃
当
た
り
６
俵

く
ら
い
収
量
を
確
保
し
て
い

る
人
も
い
る
。

　

収
量
を
上
げ
る
た
め
の
取

組
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

令
和
７
年
度
の
加
美

有
機
農
業
推
進
協
議
会

の
事
業
計
画
で
は
、
収
量
を

上
げ
て
い
る
先
進
地
視
察
も

予
定
し
て
い
る
。

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ

ジ
宣
言
に
向
け
た
、
現

在
の
進
捗
状
況
は
。

　

宣
言
に
必
要
と
な
る

有
機
農
業
実
施
計
画
の

策
定
に
向
け
て
、
研
修
会
の

開
催
や
消
費
拡
大
へ
の
取
組

と
し
て
学
校
給
食
に
ア
イ
ガ

モ
米
を
提
供
し
て
い
る
。

　

計
画
が
で
き
た
ら
宣
言
を

し
た
い
。

　

町
内
農
業
者
は
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ

ジ
宣
言
に
乗
り
気
で
は
な
い

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、

啓
蒙
活
動
が
必
要
で
は
。
ま

た
、
収
入
補
償
が
あ
れ
ば
生

産
者
が
増
え
る
の
で
は
。

　

有
機
米
の
収
量
は
低

い
状
況
だ
が
、
販
売
価

格
は
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

国
の
制
度
も
活
用
し
て
収

入
増
加
を
支
援
し
て
い
く
。

有機農業

風力発電

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
は

風
況
調
査
許
可
は
公
平
公
正
に

実
施
計
画
の
策
定
後
に
宣
言
す
る

内
容
を
確
認
検
討
す
る

町長

総務
課長

尾出 弘子尾出 弘子 議員議員

佐々木 弘毅佐々木 弘毅 議員議員

質問のねらい

　オーガニックビ

レッジ推進には、啓

蒙活動や収入補償、

収量増のための勉強

会を開催し、生産者

を増やす必要がある。 録画映像

録画映像

再エネと自然の共存・共生へ

質問のねらい

　国の諸法律に従っ

て進める再エネ事業

に、町は公平公正に

正しく理解して対処

すべきである。

有機農業推進のため収入補償などの支援を

　

町
内
に
お
け
る
風
力

発
電
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
削

減
効
果
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　

Ｊ
Ｒ
Ｅ
宮
城
加
美
町

ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

(

10
基)

で
年
間
４
万
４
０
０

０
㌧
の
Ｃ
Ｏ
２
(
杉
の
木
に

換
算
す
る
と
３
１
４
万
本

分
)
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
が

見
込
ま
れ
る
。

　

現
在
、
風
況
観
測
の

た
め
貸
付
し
て
い
る
町

有
地
の
更
新
許
可
は
し
な
い

と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
判
断

は
公
平
公
正
で
あ
る
べ
き
。

　

財
務
省
通
達
で
も
一
定
の

場
合
を
除
き
期
間
更
新
が
あ

り
得
る
と
あ
る
が
。

　

新
た
に
貸
付
申
請
が

あ
れ
ば
、
内
容
を
確
認

検
討
し
て
、
貸
付
な
ど
の
手

続
き
を
行
っ
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

●
町
民
憲
章
と

 

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

問問

問

問

問

町長

町長

町長

町長

問

農林
課長

農林
課長

総務
課長

問



地域資源を有効活用して誘致に取り組むべき

　

様
々
な
種
目
が
あ
る

中
で
、
一
番
注
力
し
て

誘
致
し
た
い
種
目
は
何
か
。

　

12
月
議
会
で
米
木
議

員
よ
り
提
案
の
あ
っ
た
、

箱
根
駅
伝
に
出
場
す
る
よ
う

な
大
学
を
考
え
て
お
り
、
年

末
か
ら
動
き
出
し
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
有

効
活
用
と
地
域
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
の
誘
致
を
進
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
。

　

競
技
の
選
定
や
対
象
団
体

の
状
況
は
。

　

陶
芸
の
里
ス
ポ
ー
ツ

公
園
で
行
え
る
陸
上
の

ほ
か
、
サ
ッ
カ
ー
、ラ
グ
ビ
ー
、

野
球
、
テ
ニ
ス
な
ど
の
競
技

で
、
町
外
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体

を
対
象
に
考
え
て
い
る
。

　

受
入
れ
体
制
の
整
備

と
、
合
宿
地
と
し
て
選

定
さ
れ
る
た
め
の
要
因
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　

振
興
公
社
や
町
内
の

宿
泊
業
者
と
調
整
を

図
っ
て
い
く
。

　

合
宿
プ
ラ
ン
の
提
供
や
補

助
金
の
創
設
な
ど
、
他
自
治

体
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

　

誘
致
・
Ｐ
Ｒ
活
動
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。

　

成
功
の
鍵
は
多
く
の

部
署
が
関
わ
る
こ
と
や
、

民
間
団
体
と
も
連
携
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
主
要
な
競
技
団
体

へ
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実

施
し
て
い
く
。

観光振興

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
を

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施
す
る

町長

米木 正二米木 正二 議員議員

質問のねらい

　スポーツ施設の有

効活用と交流人口の

増加、町のイメージ

アップ、地域の活性

化を図るためにもス

ポーツ合宿を推進す

るべき。 録画映像

そ
の
他
の
質
問

●
健
康
づ
く
り
の
推
進

問

問

問

町長町長

町長

町長

問

追跡シリーズ

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た

こ
れ
ま
で
の
定
例
会
な
ど
で
質
問
さ
れ
た
こ
と
が
、
そ
の
後

ど
う
な
っ
た
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

町
の
恵
ま
れ
た
ス

ポ
ー
ツ
施
設
や
温
泉
、

豊
富
な
食
を
組
み
合
わ
せ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取

り
組
み
、
地
域
活
性
化
を
図

る
べ
き
で
は
。

　

構
想
と
し
て
は
持
っ

て
い
る
の
で
前
向
き
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

町
と
し
て
は
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
に

に
必
要
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

や
町
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
な
ど
を
検

討
し
て
お
り
、
糸
口
を
探
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
加
美
町
振
興
公
社
の
令
和
７

年
度
事
業
計
画
に
も
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
(
合
宿
)
の
誘
致
を
検
討
し
て
お

り
、
町
と
し
て
も
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

令和６年12月定例会
議会広報№88号から

■
ス
ポ
ー
ツ
の
力
を
活
か
せ

■
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
な
ど
の
誘
致
を
検
討

そ
の
後

　自然に恵まれたスポーツ施設が数

か所あるのでぜひスポーツツーリズ

ム・合宿を誘致してほしいもの。

　加美町ならではのカヌー体験など

障害児のための機会も検討してはど

うでしょう。 （伊藤）

調査員
コメント 今後に期待 問町長

商　工
観光課



月　日 本会議・委員会など 内　　　容

2月
5日 議 員 会 研 修 会 公立加美病院の運営状況等について研修 ⇒Ｐ10　①

7～18日 第 １ 回 定 例 会 一般質問・議案審議・令和7年度予算審査など ⇒Ｐ４～

3月

18日 － 加美町議会議員一般選挙告示日

23日 － 加美町議会議員一般選挙投・開票日

28日

全 員 協 議 会 加美町ボルダリング施設についてなど協議 ⇒Ｐ10

第 ２ 回 臨 時 会
加美町自然環境等と再生可能エネルギー発電設備設置事業と

の調和に関する条例の一部改正など議案審議・補正予算

4月

4日 第３回臨時会（初議会） 議長選挙・常任委員の選任・議案審議など ⇒Ｐ２～３

15日

全 員 協 議 会 初午まつり前夜祭と政策アドバイザー関連事業についてなど協議 ②

第 ４ 回 臨 時 会 一般会計補正予算

24日 議 会 運 営 委 員 会 協議事項・スケジュールについてなど協議

次回の定例会は

６ 月 中 旬
から開催します

議会傍聴について

インターネットで映像配信しています

▲

傍聴・視聴された方（延べ人数）

会　議
傍聴者人数 議会中継（LIVE）

アクセス件数男性 女性

２月定例会 ９ ３ ２，９２８

〈表紙写真〉

　議会ミーティングに参加したＰＴＡのいい

表情の写真が目を引きます。

　ＰＴＡと議会の活発な意見交換の様子を表

紙にしました。手に取ってもらえるような紙

面づくりを心がけてまいります。

　議会だより８６号（令和６年８月１日発行）に

対する議会だよりモニターからのご意見・ご感想

を紹介します。

モニター

広　報
委員会

議会だよりにご意見を
　より分かりやすく、充実した「議会だより」とするため

にご意見・ご感想をいただくモニターを募集いたします。

問合せ 議会事務局　☎６７－５１２０

傍聴の受付は「小野田支所３階」にて行います。

申請書に住所・氏名・年齢などをご記入ください。

一般傍聴席は「１９席のみ」となります。

満席時には、１階会議室で生中継を視聴できます。

議員会研修会で加美病院の運営状況等を説明する
加美郡保健医療福祉行政事務組合の皆様

昭和和暦で数え100年を記念し
前夜祭が開催された初午まつり

① ②

※議会だよりの編集のため、議会広報常任委員会を5回（2/10、18、4/10、17、23）開催しました。

議会だよりへ一言

募 集 議会だよりモニター

詳しい内容は

こちらから



　地域の方々にめんこ

がってもらったので、ふ

るさとが大好きで、誇り

を持って育ちました。

　高校生の時に3.11を

経験し、それ以降はま

ちづくり分野で活動。若い世代の声も町政に届け

たいと考え、議員に立候補することを決意しました。

■初議会を終えて

　先輩議員の皆様から勉強させていただいています。

私はサラリーマンを続けながらの議員になるので、人

一倍勉強をして、たくさん行動していくことで、地域に

貢献していきたいと決意を新たにしました。

■広報編集に携わって

　議会の活動を地域の方に知ってもらうために、

議会広報はもちろん、SNSなどでも発信していこう

と思います。

　愛する加美町を更に

良い町にし、次の世代に

引き継ぐためにも我々

責任世代の意見や思い

を町政に届ける必要が

あるとの思いで立候補

しました。町の状況等を把握するためにも現場第一で

活動していきます。

■初議会を終えて

　議会中継は見ていたものの、その議員席に自分が

座っていることがとても不思議な感覚でした、議席番

号3番は町長の目の前ですので、特に町長の発言を聞

き漏らさぬよう努めてまいります。

■広報編集に携わって

　今まで何気なく見ていた議会広報ですが、発行す

るまでには多くの作業がある事に驚いてます。

　今年の春も多くの若

者がこの町を後にしま

した。「この美しい故郷

にずっと住み続けても

らうにはどうしたらいい

のか」を日々考えるうち

に、まず自らが責任のある立場で活動しなければなら

ないのではないか、と考えるようになりました。

■初議会を終えて

　初めて足を踏み入れた議場は、これまで傍聴席から

見ていた景色とは違い、とても奥深く神聖な場所だと

感じました。町民の代表であることの重みを感じつつ、

目指す故郷の姿に近づけられるようにと決意を新た

にしました。

■広報編集に携わって

　先輩議員の質疑を校正する作業の中で、真意を伝

えるために議事録を読み込む事ができ、非常に勉強に

なりました。今後に活かしていきたいと思います。
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～新人議員インタビュー～

議員になって思うこと

　３月23日に行われた加美町議会議員一般選

挙で初当選した４人にインタビュー！

　議員を志したきっかけや、初議会を終えて

思うこと、また、議会広報の編集委員として

広報紙作りに携わった感想を伺いました。

早坂　潔　議員

（４４歳）中新田城内

佐藤　圭介　議員

（５４歳）雷

田中　草太　議員

（３１歳）新丁

今野　清人　議員

（４６歳）西川北

　介護業界での経験を

活かし、町の福祉充実

のために議員として活

動する決意をしました。

一生懸命働きますので、

町の皆様に少しでも早

く自分のことを知って

もらいたいです!

■初議会を終えて

　改めて議員としてスタートしたことを実感し、

身の引き締まる思いです。手順や振る舞いなどわ

からない事がたくさんあったので徐々に慣れて行

きたいと思います。

■広報編集に携わって

　かつて広報をデザインしていた事があるので、

今度は作り手となった事が新鮮な気持ちです。


